
可燃ごみの組成分析結果（令和２年３月実施）
上段：地区名、下段：試料採取日

内海 豊浜 師崎 篠島 日間賀島

3月3日

（火）

3月2日

（月）

3月3日

（火）

3月2日

（月）

3月3日

（火）

kg 4.0 6.3 6.2 7.5 8.2 6.4

①新聞紙 % 0.8 7.3 4.4 4.5 4.0 4.2

②雑誌 % 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

③紙パック % 1.0 1.0 0.5 0.1 0.9 0.7

④段ボール % 2.9 0.3 1.4 1.4 5.2 2.3

⑤布類 % 1.1 1.7 0.0 3.3 6.7 2.5

⑥汚れた紙・臭いの強い紙 % 8.0 12.5 10.8 6.9 4.1 8.5

⑦ミックスペーパー % 10.4 0.2 1.4 0.2 1.8 2.8

⑧ビニール・ゴム・皮革 % 6.5 9.7 3.9 6.6 3.0 6.0

⑨木・竹・わら % 12.1 0.2 5.3 0.1 0.7 3.7

⑩合成樹脂 % <0.1 0.6 2.5 0.2 0.0 0.7

⑪プラスチック製容器包装 % 4.2 6.5 6.0 2.8 3.3 4.6

⑫ペットボトル % 0.0 0.0 0.0 0.3 0.5 0.1

⑬厨芥類 % 52.8 56.8 63.5 73.6 69.0 63.1

⑭不燃物類 % 0.2 3.2 0.3 0.0 0.7 0.9

⑮その他 % 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

試料：各地区10袋の可燃ごみを調査 ※四捨五入のため、合計が100.1%です。

(%) ごみ減量のポイント
①新聞紙 4.2 ○資源は分別を徹底しましょう。

③紙パック 0.7  14.7％（左表）が焼却されています。

④段ボール 2.3

⑦ミックスペーパー 2.8 ○食品ロスを減らしましょう。

紙類 計 10.0  可燃ごみの63.1%が厨芥類（生ごみ）です。

⑪プラスチック製容器包装 4.6  農水省と環境省の推計で、食品ロスは36％。

⑫ペットボトル 0.1  63.1%×36%＝22.7%

14.7  可燃ごみのうち22.7%が食品ロス。

厨芥類の水分量

乾燥前    5,014g  ○生ごみは、水切りをしましょう。

乾燥後    1,098g   厨芥類（生ごみ）の約80％が水分です。

水分比率    78%   少しでも、水分を切って捨てましょう。
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